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遺伝子を発現する過程でその遺伝情報を正確に保つことは転写、翻訳どの段階でも不可欠である。翻訳段階は核酸

配列からアミノ酸配列へと変換する複雑な反応であり、そのエラー確率は 10-4 と mRNA の転写(10-5)や DNA 複製

(10-6)と比較して高い。不正確なタンパク質合成は凝集を引き起こし、ときには神経変性疾患を引き起こす。哺乳類な

ど複雑な生物ほど翻訳の正確性が高いと言われているが、どのように正確性を上昇させているかは知られていない。

原核生物から真核生物への進化の過程で翻訳を行うリボソームの大きさは 1MDa も大きくなっており、その大部分は

30 もの Expansion Segment (ES)と呼ばれる真核生物に特異的な rRNA 領域の挿入による。大きな ES はヒトでは 700nt

にもなり触手のようにリボソームから伸びている。今回我々は酵母の遺伝学を用いて rRNA の 159nt の ES の 27 番

(ES27L)を特異的に加工し、ES27L を欠いたリボソームはアミノ酸のミスインコーポレーション、フレームシフト、終始コド

ンのリードスルーが増え、ES27L が翻訳の正確性に関わっていることを明らかにしてきた。さらに分子機構を明らかに

するため、定量的質量分析を用いて ES27L に依存してリボソームにリクルートされる分子を同定した。全てのタンパク

質合成はメチオニンから始まるが、8 割以上のタンパク質から翻訳後に除去される。 全ての生物で保存されているメ

チオニンアミノペプチダーゼ(MetAP)が ES27L-RNA scaffold に依存して真核生物のリボソームにリクルートされ、新生

タンパク質のメチオニン除去の効率を上げることで翻訳の正確性を向上させていることが明らかになった。複雑なプロ

テオームの機能性を確保するために、リボソームの触手が進化の過程で複雑な変化をして獲得してきた役割を考察

する。 
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